
［標準様式例6-2］

契約変更年月日 令和7年11月28日

契 約 業 者 名 宮川興業株式会社

契約業者の住所 東京都渋谷区渋谷一丁目２０番２８号

工 事 の 名 称 Ｒ６国道２９８号草加市旭町地区外交通安全対策工事（第５回変更）

工 事 場 所 埼玉県草加市旭町二丁目地先　外２箇所

工 事 区 分 維持修繕工事

【草加市旭町地区】

舗装工　　　　　　　数量精査（増）

排水構造物工　　　　数量精査（増）

縁石工　　　　　　　数量精査（増）

防護柵工　　　　　　数量精査（増）

区画線工　　　　　　数量精査（増）

道路付属施設工　　　数量精査（増）

構造物撤去工　　　　数量精査（増）

工 事 概 要 仮設工　　　　　　　数量精査（減）
（変更した内容に 【草加市青柳地区】
ついて記述する） 舗装工　　　　　　　数量精査（減）

標識工　　　　　　　数量精査（減）

仮設工　　　　　　　数量精査（減）

【草加市原町地区】

舗装工　　　　　　　削除

仮設工　　　　　　　削除

【工事全体】

共通仮設費（技術管理費、営繕費）　　追加

工期は元設計のとおりとする。

工 期 （ 自 ） 令和7年4月1日

工 期 （ 至 ） 令和7年11月28日

変更前の契約金額 ¥74,624,000

変 更 金 額 増 ¥1,650,000

変更後の契約金額 ¥76,274,000

（第５回・最終）契約変更の内容



変 更 理 由

【草加市旭町地区】
 １．舗装工

現地調査の結果、施工範囲周囲の損傷も激しく同時に補修を行う必要
が生じたため、切削オーバーレイ工、薄層カラー舗装工を増工、透水
性舗装工、ブロック舗装工を増工する。

 ２．排水構造物工
現地調査の結果、排水対策の必要が生じたため、集水桝・マンホール
工を増工する。

 ３．縁石工
現地調査の結果、損傷が激しく同時に補修を行う必要が生じたため、
縁石工を増工する。

 ４．防護柵工
現地調査の結果、損傷が激しく同時に補修を行う必要が生じたため、
防止柵工を増工する。

 ５．区画線工
現地調査の結果、施工範囲周囲の損傷が激しく同時に補修を行う必要
が生じたため、区画線工を増工する。

 ６．道路付属施設工
現地調査の結果、損傷が激しく同時に補修を行う必要が生じたため、
道路付属物工を増工する。

 ７．構造物撤去工
上記工種の増工に伴い、構造物取壊し工、縁石撤去工、運搬処理工を
増工する。

 ８．仮設工
警察協議の結果及び上記工種の増工に伴い、数量精査（減）する。

【草加市青柳地区】
 １．舗装工

設計照査の結果、成果品に更新があったため、ブロック舗装工を減工
する。

 ２．標識工
現地調査の結果、標識設置位置が切削できないことが判明し、標識基
礎の大きさ等を修正したため、作業土工を増工し、小型標識工を減工
する。

 ３．仮設工
施工数量変更の結果、交通管理工を減工する。

【草加市原町地区】
 １．舗装工

草加市旭町地区の損傷が激しい箇所を優先して施工する必要があった
ため、ブロック舗装工を削除する。

 ２．仮設工
草加市旭町地区の損傷が激しい箇所を優先して施工する必要があった
ため、交通管理工を削除する。

【工事全体】
 １．共通仮設費

施工調査費、道路施設基本データ作成費用として技術管理費、快適ト
イレとして営繕費を追加する。

 ２．工期
工期は元設計のとおりとする。


